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来
迎
院
如
来
蔵
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
本
文
と
訓
点

─
良
忍
手
沢
本
、
教
行
信
証
、
円
空
本
模
写
本
、
南
條
本
の
比
較
を
通
し
て
─

金　

子　
　

彰

一　

は 

じ 
め 
に

「
曇
鸞
撰
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
幷
論
』
の
原
初
形
態
の
復
元
と
そ
の
思
想
史
的
意
義
」（
加
来
雄
之
代
表
）
の
研
究
員
と
し
て
、
大
原
来
迎
院

蔵
の
良
忍
手
沢
本
を
中
心
に
し
て
、
大
谷
大
学
円
空
本
模
写
本
、
親
鸞
の
教
行
信
証
、
南
條
本
の
本
文
と
訓
点
（
仮
名
訓
）
と
を
比
較
整
理
し

て
、
良
忍
本
の
語
学
的
特
徴
と
、
良
忍
手
沢
本
以
降
の
伝
承
の
実
態
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
、
来
迎
院
如
来
蔵
本
に
つ
い
て

　

来
迎
院
は
魚
山
と
号
し
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
良
忍
の
創
建
に
係
る
。
円
仁
が
仁
寿
年
間
（
八
五
一
〜
五
四
）
に
唐
か
ら
声
明
を
こ
の
地

に
伝
え
、
良
忍
が
こ
れ
を
中
興
し
声
明
音
楽
の
根
本
道
場
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
来
迎
院
如
来
蔵
本
の
語
学
的
特
徴
に
つ

い
て
は
、
築
島
裕
博
士
の
御
高
論
が
あ
る1
。
来
迎
院
蔵
本
は
純
粋
な
天
台
系
の
言
語
を
継
承
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ヲ
コ
ト
點
の
種
類
を
手
掛
り
と
し
て
、
そ
の
寺
院
に
傳
來
し
て
ゐ
る
訓
點
資
料
の
性
格
を
檢
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。（
中
略
）
そ

の
一
つ
は
、
そ
の
寺
の
主
と
し
て
屬
す
る
宗
派
の
も
の
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
他
の
宗
派
の
も
の
は
含
ま
な
い
、「
純
粹
派
」
の
類
で
あ
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り
、（
中
略
）
一
つ
の
宗
派
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
「
純
粹
派
」
の
例
と
し
て
は
、
天
台
關
係
に
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
や
う
で
あ
つ
て
、
具

體
的
に
は
來
迎
院
如
来
藏
・
曼
特
院
な
ど
が
そ
れ
に
該
當
す
る
。（
中
略
）
来
迎
院
如
来
藏
を
見
る
と
ヲ
コ
ト
點
加
點
本
二
十
三
點
の
内

天
台
宗
關
係
の
も
の
が
、
實
に
二
十
二
點
を
占
め
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
僅
に
一
點
の
み
に
過
ぎ
な
い
。

　

来
迎
院
所
蔵
本
の
調
査
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
蔵
書
目
録2
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
良
忍
自
筆
、
手
沢
類
十
五
部
中
の
『
讃
阿
弥
陀
仏

偈
』
は
、
第
一
箱
法
函
七
六
本
（
良
忍
自
筆
、
手
沢
類
十
五
部
、
聖
教
類
五
八
部
、
文
書
一
一
二
通
）
に
収
蔵3
の
由
で
あ
る
。

２
、
良
忍
に
つ
い
て

　

良
忍
（
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）—

長
承
元
年
（
一
一
三
二
））
は
叡
空
の
師
で
あ
り
、
叡
空—

源
空—

隆
寛—

親
鸞
と
い
う
師
弟
関
係
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
本
浄
土
教
の
展
開
に
お
け
る
曇
鸞
浄
土
教
の
影
響
を
考
え
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
略
年
譜4
に
よ
る
と
『
讃
阿

弥
陀
仏
偈
』
手
沢
は
良
忍
二
十
七
歳
の
若
き
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
〇
七
三
年　

出
生　
　
　

尾
州
富
田
の
人
。
俗
称
は
秦
氏
。

　

一
〇
八
四
年　

十
二
歳　
　

比
叡
山
檀
那
院
良
賀
よ
り
天
台
教
観
を
学
ぶ
。
東
塔
東
谷
の
阿
弥
陀
房
の
堂
僧
（
合
唱
僧
）
を
勤
め
る
。

　

一
〇
九
五
年　

二
十
三
歳　

大
原
へ
隠
棲
。
浄
土
教
に
関
心
。
円
仁
の
声
明
梵
唄
を
学
び
、
諸
流
を
相
伝
す
る
。

　

一
〇
九
九
年　

二
十
七
歳　
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
手
沢
本
に
「
良
忍
」
と
記
す
。

　

凝
然
の
『
声
明
源
流
章
』
に
良
忍
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る5
。

大
原
良
忍
上
人
。

本
覚
房
、
尾
張
国
の
人
な
り
。
本
は
叡
山
東
塔
阿
弥
陀
坊
の
堂
僧
な
り
。
慈
覚
大
師
、
声
明
を
弘
伝
し
て
以
後
、
お
の
お
の
一
曲
に
達

し
、
習
学
練
磨
し
て
名
を
飛
す
。
良
忍
上
人
、
か
の
哲
に
謁
し
、
習
聚
精
研
し
て
以
て
一
と
為
し
、
流
伝
弘
通
す
。
即
ち
大
原
に
於
て

来
迎
院
を
建
立
し
、
興
福
寺
の
内
梵
音
を
除
き
、
余
の
も
ろ
も
ろ
の
音
曲
を
譜
練
一
統
す
。

　

良
忍
に
つ
い
て
の
先
行
研
究6
も
多
く
あ
る
。
仏
教
史
研
究
を
主
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
石
田
瑞
磨
氏
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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良
忍
が
天
台
円
戒
相
承
血
脈
譜
に
名
を
連
ね
る
円
戒
の
師
匠
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
円
戒
相
承
が

西
塔
黒
谷
の
叡
空
（
生
没
年
不
詳
）
を
経
て
、
次
代
の
新
し
い
専
修
念
仏
を
開
創
し
た
法
然
（
一
一
三
三—

一
二
一
二
）
に
手
渡
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

３
、
良
忍
手
沢
本
の
調
査

　

良
忍
本
の
訓
点
本
研
究
を
中
心
と
し
た
語
学
研
究
に
は
築
島
裕
博
士
の
次
の
も
の
が
あ
る7
。

佛
種
集
巻
上　

一
巻　

如
來
藏
（
法
１
號　

朱
點
）

金
剛
錍
論　
　

一
帖　

如
來
藏
（
法
₅₈
號　

朱
點
・
墨
點
）

三
觀
義　
　
　

一
帖　

如
來
藏
（
法
₅₅
号
）

４
、
薬
源
に
つ
い
て

　

良
忍
手
沢
本
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
は
天
台
僧
の
写
経
僧
の
薬
源
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
薬
源
に
つ
い
て
の
略
歴
等
は
未
詳
で
あ
る
が
、

薬
源
に
つ
い
て
は
築
島
博
士
の
調
査8
が
あ
る
。

金
剛
般
若
經
集
驗
記
上
中
下　

一
帖　

日
光
天
海
藏

讃
阿
弥
陀
佛
偈　
　
　
　
　
　

一
帖　

如
來
藏

安
樂
土
義　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　

如
來
藏

二　
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
に
つ
い
て

　

来
迎
院
本
は
漢
文
体
の
本
文
に
仮
名
訓
と
返
点
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
実
地
調
査9
で
確
認
し
た
。
親
鸞

は
こ
の
書
に
拠
っ
て
、
和
讃
四
十
八
首
を
述
作
し
た
と
い
う
。

『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
研
究
に
は
左
記
が
あ
る
。
仏
教
史
研
究
が
中
心
で
あ
る
。
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藤
原
凌
雪
『
讃
阿
弥
陀
佛
偈
の
古
写
本
』（
梅
原
勧
学
古
稀
記
念
論
文
集
、
一
九
五
五
年
）

　

良
忍
手
沢
本
が
、
平
安
時
代
に
遡
る
讃
偈
、
略
論
の
古
写
本
で
あ
る
こ
と
の
紹
介
、
検
討
を
行
い
、
敦
煌
本
と
の
比
較
を
行
う
。

船
山
知
山
『
讃
阿
弥
陀
佛
偈
和
讃
の
研
究
』（
顕
眞
学
苑
出
版
部
、
一
九
三
九
年
）

　

親
鸞
の
和
讃
研
究
の
一
環
と
し
て
の
書
。

加
来
雄
之
著
『
大
無
量
寿
経
の
讃
歌
と
問
答
』（
真
宗
大
谷
派
宗
務
部
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
七
月
）

第
一
章
『
讃
阿
弥
陀
佛
偈
幷
論
』
の
原
初
形
態
復
元

　

第
二
節　

曇
鸞
撰
『
讃
阿
弥
陀
佛
偈
幷
論
』
の
原
初
形
態
復
元
の
試
み　

二
九
頁

敦
煌
本
と
同
系
統
と
推
測
さ
れ
る
が
、
偈
頌
が
ほ
ぼ
完
備
し
て
い
る
。
写
経
し
た
薬
源
に
よ
る
詳
細
な
訓
点
が
付
さ
れ
て
る
こ
と
か
ら

当
時
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
か
を
窺
う
た
め
に
偈
文
に
限
っ
て
訓
点
を
含
め
て
翻
刻
。

　

加
来
氏
の
資
料
で
示
さ
れ
た
諸
本
を
示
す
。

敦
煌
出
土
大
英
博
物
館
蔵
ス
タ
イ
ン
本　
　

巻
子
本

　
　

尾
題
「
讃
阿
弥
陀
佛
偈
幷
論
上
巻
」

敦
煌
出
土
龍
谷
大
学
蔵
赤
松
文
庫
本　
　
　

巻
子
本

　
　

尾
題
「
讃
阿
弥
陀
佛
偈
幷
論
上
巻
」

大
原
来
迎
院
如
来
蔵
良
忍
手
沢
本

　
　

内
題
「
□
□
彌
陀
佛
偈
幷
論　

羅
什
法
師
作
」

　
　
　
　
　

□
□
無
量
壽
傍
經
奉
讃
亦　

名
安
樂

　
　
　
　
　

南
無
阿
彌
陀
佛

　

後
世
の
書
写
本
を
示
す
。
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教
行
信
証

坂
東
本　
　

曇
鸞
和
尚
造
也
（
頭
注
）「
賛
阿
…
傍
経
」
ま
で
欠
落

　
　
　
　
　

奉ホ
メ
タ
テ
マ
ツ
リ
テ

讃
亦
／
曰
安
養

　
　
　
　
　
　
（
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
第
二
巻　

一
九
七
四
年　

法
蔵
館　

四
四
八
頁
）

専
修
寺
本　

讃
阿
弥
陀
佛
偈
曰　

曇
鸞
和
尚
造

　
　
　
　
　

南
无
阿
弥
陀
佛　
　

釈シ
テ

 

名ク

无
量
壽
傍ハ
ウ　

経キ
ヤ
ウ

／
奉リ
テ

 

讃メ

亦タ
イ曰フ

安
養ト

　
　
　
　
　
　
（
高
田
専
修
寺
本
教
行
信
證　

法
蔵
館
、
一
九
七
五
年　

四
九
二
頁
）

円
空
本
模
写
本　

大
谷
大
学
蔵
天
保
十
五
年
深
草
円
空
本
模
写
本

表
紙
裏　

讃
阿
彌
陀
佛
偈
一
巻　

曇
鸞
法
師
作

　
　
　
　

南
無
阿
彌
陀
佛　

釈
名
無
量
壽
傍
經
／
奉
讃
名
曰
安
養
イ

一
丁
表　

讃
阿
彌
陀
佛
偈
一
巻　

曇
鸞
法
師
作　

釋
名ケ

无
量
壽
傍
經ト

奉テ

讃シ
テ

 

／
亦
名ク

安
養ト

　
　
　
　

南
无
阿
彌
陀
佛

『
讃
阿
弥
陀
佛
偈
』
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

良
忍
手
沢
本　
（
一
〇
九
九
）「
良
」
と
略
称

　

康
和
元
年
十
二
月
一
日
申
時
於
大
原
報
身
房
書
寫
功
畢
／
同
二
日
移
點
了
／
執
筆
僧
藥
源
／
願
依
此
書
寫
功
自
他
共
生
極
樂
國
矣

円
空
本
模
写
本　
（
一
八
四
四
）「
円
」
と
略
称

讃
阿
彌
陀
佛
偈
一
卷
／
願
以
書
寫
力
早
生
彌
陀
國
／
一
校
了
／
寛
元
々
年
後
七
月
廿
一
日
書
寫
了
／
釋
圓
空

深
草
霞
谷
眞
宗
律
院
開
祖
立
信
上
人
眞
本
摹
寫
卽
了
／
天
保
十
五
辰
四
月
廿
三
日　

同
所　

善
福
寺
住
僧
良
實
／
甲
辰
六
月
廿
六
日
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講
此
偈
了
日
良
實
學
人
擧
贈
之
／
雲
華
院
大
含
領
受
／
以
爲
藏
本

　

最
古
本
の
良
忍
手
沢
本
以
降
如
何
な
る
伝
承
、
転
写
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。
諸
本
の
本
文
、
訓
点
の
校
異
を
作
成
し
、
そ
の
異
同
を
見

て
各
本
の
特
徴
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
以
下
、『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
偈
文
全
行
を
比
較
す
る
。（
書
写
年
代
順
に
配
列
し
、
例
は
抄
出
と
す
る
。
右

訓
・
左
訓
は
本
行
に
入
れ
て
示
す
。
返
り
点
は
省
略
す
る
。
数
字
は
行
数
で
あ
る
。）

『
親
鸞
聖
人　

真
蹟
集
成
』
所
収
『
教
行
信
証
』
引
用
文
（
元
仁
元
年
（
一
二
二
四
））　
「
教
」
と
略
称

欠
落
箇
所—

 
第
一
段
１
・
２
行
、
十
五
段
（
₂₉
行
）
〜
二
十
一
段
（
₆₂
行
）、
二
十
三
段
（
₆₇
・
₆₈
行
）、
二
十
五
（
₇₂
行
〜
二
十
八

段
（
₉₀
行
）、
三
十
段
（
₉₅
行
）
〜
四
十
七
段
（
₁₇₈
行
）。

　

南
條
神
興
校
正
『
讃
阿
弥
陀
佛
偈
』　
「
南
」
と
略
称

『
真
宗　

校
本
七
祖
聖
教
上
』（
明
治
十
二
年
発
兌
）
所
収
の
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
を
依
拠
本
と
し
た
。

訓
点
に
つ
い
て
は
依
拠
本
で
は
不
十
分
な
た
め
、
依
拠
本
を
底
本
と
し
て
い
る
『
昭
和
校
訂
七
祖
聖
教
』
所
収
本
に
依
っ
た
。

三　

良
忍
手
沢
本
、
教
行
信
証
、
円
空
本
模
写
本
、
南
條
本
の
表
記
形
式

　

本
書
の
表
記
形
式
の
特
徴
あ
る
も
の
を
記
述
し
て
お
く
。

１
、
漢
文
と
訓
点
（
仮
名
訓
、
返
点
）。
附
訓
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
サ
ン
プ
ル
と
し
て
最
初
の
４
行
を
示
す
。

第
一
段
１
・
２
行

良
忍
手
沢
本

第
一
段
１
行　

現ニ

在テ

西
方ニ

去ラ

此
界
十
萬
億ノ

刹
安
樂
土ア
リ

 　
　
（
返
り
点
略
、
以
下
同
）

　
　
　

２
行　

佛
世
尊ヲ
ハ

 

号
阿
彌
陀ト

我
願テ

往
生
帰
命シ

禮ス
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教
行
信
証
本

第
一
段
１
・
２
行　

欠
落

円
空
本
模
写
本

第
一
段
１
行　

現
在ノ

西
方ニ

去レ
ル
コ
ト

 　

此
界ヲ

十
萬
億ノ

刹シ
テ

 

安
樂
土ア
リ

　
　
　

２
行　

佛
世
尊ヲ

号
阿
彌
陀ト

我レ

願シ
テ

 

往
生セ
ン
ト

　

帰
命シ
テ

 

禮ス

第
二
段
３
・
４
行

良
忍
手
沢
本

第
二
段
３
行　

成
佛ニ

已
來
歴タ
リ

 

十
劫ヲ

壽
命
方
將ニ

無
有コ
ト

 

量

　
　
　

４
行　

法
身ノ

光
輪
遍セ
リ

 
法
界ニ

照
世ノ

盲
冥ヲ

故ニ

頂
禮ツ
ル

 

教
行
信
証
本

第
二
段
３
行　

成
佛ヨ

リ

 

已
來タ

・
歴ヘ
タ
マ
ヘ
リ

　

  
十
劫ヲ

壽
命
方
將マ
サ
ニ

无ケ
ム

 

有コ
ト

 

量

　
　
　

４
行　

法
身ノ

光
輪
徧シ
テ

 

法
界ニ

照ス

世ノ

盲
冥ヲ

故ニ

頂
禮シ
タ
テ
マ
ツ
ル

 　
　

円
空
本
模
写
本

第
二
段
３
行　

成
佛ヨ

リ

 

已
來カ
タ

 

歴タ
リ

 

十
劫ヲ

壽
命
方マ
サ
ニ將
无シ

有コ
ト

 
量リ

　
　
　

４
行　

法
身ノ

光
輪
徧シ
テ

 

法
界ニ

照ス

世ノ

盲
冥ヲ

故ニ

頂
禮ス

　

右
の
良
忍
手
沢
本
、
教
行
信
証
、
円
空
本
模
写
本
の
三
本
を
対
照
す
る
と
そ
の
相
違
箇
所
が
以
下
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

第
一
段
１
・
２
行
の
相
違
箇
所

良
忍
手
沢
本　
　
　

現ニ

在テ 

去テ 

刹 

佛
世
尊ヲ
ハ

  
願テ 

往
生 

帰
命シ
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円
空
本
模
写
本　
　

現
在ノ 

去レ
ル
コ
ト

 　

 

刹シ
テ

 

佛
世
尊ヲ 

願シ
テ

  

往
生セ
ン
ト

　

 

帰
命シ
テ

 
　

１
・
２
行
の
相
違
箇
所
に
は
本
文
の
異
同
は
な
い
。
円
空
本
模
写
本
に
は
精
し
い
附
訓
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

第
二
段
の
３
・
４
行
の
相
違
箇
所

良
忍
手
沢
本　
　
　

成
佛ニ 

已
來 

歴タ
リ

  

方
將ニ 

無 

遍セ
リ

  

照
世ノ 

頂
禮ツ
ル

 
教
行
信
証　
　
　
　

成
佛ヨ
リ

  

已
來タ 

歴ヘ
タ
マ
ヘ
リ

　
　

 

方
將マ
サ
ニ 

无ケ
ム

  

徧シ
テ

  

照ス

世ノ 

頂
禮シ
タ
テ
マ
ツ
ル

 　
　

円
空
本
模
写
本　
　

成
佛ヨ

リ

  

已
來カ
タ

  

歴タ
リ

  

方マ
サ
ニ將 

无シ 

遍シ
テ

  

照ス

世ノ 

頂
禮ス

　

本
文
に
は
教
行
信
証
本
の
「
徧
」
字
の
相
違
が
り
、
附
訓
状
況
で
は
、
良
忍
本
が
疎
で
あ
り
、
他
の
二
本
が
精
し
い
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

教
行
信
証
本
に
敬
語
使
用
の
特
徴
が
あ
る
。

２
、
左
注
（
訓
）

　

以
下
『
大
無
量
寿
経
の
讃
歌
と
問
答
』
掲
載
の
四
本
の
校
異
に
従
っ
て
比
較
作
業
を
行
う11
。

良
忍
手
沢
本
の
左
訓

₁₃₇
亮—

右
訓
ニ
シ
テ
、
左
訓
リ
ヤ
ウ

良
忍
本
手
沢
・
円
空
本
模
写
本
の
左
訓

₁₈₂
放—

□
ツ
ニ　
　
（
良
）

　

放—

ユ
ル
シ
テ　
（
円
）

教
行
信
証
の
左
訓

７
限
齊—

カ
キ
ル
ヒ
ト
シ
、
₁₂
業
繫
除—

ナ
リ
ワ
イ
ツ
ナ
ク
ナ
リ
、
₁₃
最—
モ
ト
モ
、
₁₅
明
朗—

ホ
カ
ラ
カ
ナ
リ
、
₆₄
特
異—

コ
ト
ニ

ス
ク
ル
ト
モ
、
₆₅—

顏
溶
端
政
カ
ヲ
ハ
セ
カ
ヲ
ハ
セ
ナ
ヲ
シ
タ
ヽ
シ
、
₆₅
精
ヨ
シ
ヨ
シ
、
₁₇₉
誕
ウ
ム
、
₁₈₀
閉
フ
サ
ク
、
₁₈₀
扇
ア
フ
キ
、
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₁₈₁
伏
承—

シ
タ
カ
イ
ウ　

ケ
タ
マ
ハ
ル
、
₁₉₀
歸
命
稽
首
禮—

ヨ
ル
オ
ホ
セ
イ
タ
ス
カ
ウ
ヘ

円
空
本
模
写
本
の
左
訓

₁₃—

艶
ウ
ル
ハ
シ
／
イ
ロ
フ
、
₂₆
恩—

ウ
ツ
ク
シ
、
₃₄
流—

メ
ク
ル　

ナ
カ
ル
、
₅₄
雅—

ウ
ル
ハ
シ
、
₆₇
敢—

ア
ヘ
テ
／
カ
シ
コ
マ
テ
、

₁₀₀
虔—
ツ
ヽ
シ
ミ
／
ウ
ヤ
マ
フ
、
₁₀₃
入—

サ
ト
ル
コ
ト
ヲ
、
₁₃₇
亮—

サ
ヤ
ケ
シ
／
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
、
₁₄₃
縷—

ロ
ウ
、
₁₄₈
列—

ツ
ラ
ナ
リ

芬—

カ
ウ
ハ
シ
芳
ニ
ア
ヒ
テ
ニ
ホ
フ
、
₁₅₂
朱
紫
紅
緑—

ア
カ
シ
ム
ラ
サ
キ
ナ
リ
ク
レ
ナ
イ
ミ
ト
リ
、
₁₅₃
熨
爗
煥
爛—

カ
ヽ
ヤ
キ
ヒ
カ
リ

ア
キ
ラ
カ
テ
ル
、
₁₅₉
彫
綺—

ヱ
ル　

イ
ロ
フ
、
₁₆₄
耀—

ヒ
カ
リ
カ
ヽ
ヤ
ク
、
₁₇₀
澹—

ア
ラ
フ
、
₁₇₀
綽—

ヒ
ロ
シ
／
ユ
タ
カ
ナ
リ

　

良
忍
手
沢
本
に
は
左
注
は
少
な
く
、
教
行
信
証
、
円
空
本
模
写
本
に
は
多
い
。
南
條
本
は
少
な
い
。
平
安
時
代
の
写
経
僧
薬
源
は
左
訓
に

ま
で
は
附
訓
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
人
的
な
も
の
か
、
平
安
時
代
の
一
般
的
な
附
訓
状
況
で
あ
る
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。

３
、
完
全
訓
と
部
分
訓

　

各
漢
字
に
附
訓
す
る
場
合
の
附
訓
方
法
を
確
認
す
る
。

（
四
本
比
較
）

良
忍
手
沢
本
と
教
行
信
証
が
完
全
訓

（
良
）
₁₈₁
承
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル

（
教
）　 

承
シ
ヨ
ウ
シ
テ
（
右
訓
）
ウ
ケ
タ
マ
ハ
ル
（
左
訓
）

（
円
）　 

承
ケ
テ

（
南
）　 

承
シ
テ

教
行
信
証
が
完
全
訓

（
良
）
₁₄
光
啓
ヲ 

₁₈
得　
　
　
　
　

₆₉
慶
フ 

₁₈₇
聞
メ
テ
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（
教
）　 

光
啓
ケ
イ
ヲ
（
右
訓
）
ヒ
ラ
ク
（
左
訓
） 　

得
エ
シ
ム　
　
　

慶
ヨ
ロ
コ
ハ
ム
コ
ト 

　

聞
キ
カ
シ
メ
テ

（
円
）　 

光
啓
ラ
ク 

　

得
レ
ハ　
　
　
　

慶
コ
ヒ 

　
（
異
文
）

（
南
）　 

光
啓
ヲ 

　

得
シ
ム　
　
　
　

慶
ハ
ン
コ
ト 

　

聞
カ
シ
メ
テ

（
良
）
₁₉₂
若
干
ナ
リ

（
教
）　 
若
干
ソ
コ
ハ
ク
ナ
ラ
ム

（
円
）　 

若
干
ナ
リ

（
南
）　 

若
干
ナ
ラ
ン

教
行
信
証
と
南
條
訓
が
完
全
訓

（
良
）
₆₉
諸　
　
　
　
　
　
　
　

₁₉₂
故

（
教
）　 

諸
ア
ラ
ユ
ル
モ
ノ　
　
　

故
マ
コ
ト
ニ
（
右
訓
）
コ
ト
サ
ラ
ニ
（
左
訓
）

（
円
）　 

諸
ノ　
　
　
　
　
　
　
　

故
ニ

（
南
）　 

諸
ア
ラ
ユ
ル
モ
ノ　
　
　

故
マ
コ
ト
ニ

円
空
本
が
完
全
訓

（
良
）
₁₀
光
澤
ヲ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₂₀
咸
ク

（
教
）　 

光
澤
ヲ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咸
ク

（
円
）　 

光
澤
キ
ヨ
シ
（
右
訓
）
マ
ミ
ル
／
ナ
タ
ラ
カ
ナ
リ　
　
　
　

 

咸
コ
ト
〳
〵
ク

（
南
）　

光
澤
ヲ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
咸
ク

南
條
本
が
完
全
訓
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（
良
）
６
光
暁
ヲ

（
教
）　 

光
暁
ウ
ヲ

（
円
）　 

光
照
ヲ

（
南
）　 

光
暁
サ
ト
ル

　

良
忍
手
沢
本
は
一
字
へ
の
附
訓
が
疎
で
あ
り
、
完
全
訓
は
他
本
に
比
べ
比
較
的
少
な
い
。

（
三
本
比
較
）

良
忍
本
が
完
全
実
詞
訓

（
良
）
₁₂₁
垂
タ
ル　
　

₁₃₄
轉
ウ
タ
　ヽ

₁₆₂
互
タ
カ
ヒ
ニ　
　

₁₆₉
若
コ
ト
シ　

₁₈₂
放
ハ
ナ
テ

（
円
）　 

垂
ル
　ヽ
　
　

轉
タ
　ヽ
　
　

互
ニ　
　
　
　
　
　

若
シ　
　
　
　

放
テ

（
南
）　 

垂
ル
　ヽ
　
　

轉
タ　
　
　
　

互
ニ　
　
　
　
　
　

若
シ　
　
　
　

放
チ

良
忍
本
と
円
空
本
が
完
全
訓

（
良
）
₁₆₄
若
コ
ト
シ

（
円
）　 

若
コ
ト
シ

（
南
）　 

若
シ

円
空
本
が
完
全
訓

（
良
）
₃₉
潮
ノ　
　
　
　

₈₉
曾
シ　
　
　
　

₁₀₈
倫　
　
　
　
　

₁₃₈
周　
　
　
　
　

₁₃₉
更　
　
　
　
　
　

₁₅₁
盈
テ　
　

₁₅₁
葉
ア
リ

（
円
）　 

潮
ウ
シ
ホ
ノ　
　

曾
ム
カ
シ　
　
　

倫
ト
モ
カ
ラ　
　

周
メ
ク
レ
リ　
　

更
カ
ハ
ル
〳
　〵
　

盈
ミ
ツ　
　

葉
ハ
ア
リ

（
南
）　 

潮
ノ　
　
　
　
　

曾
テ　
　
　
　
　

倫　
　
　
　
　
　

周
ネ
シ　
　
　
　

更
タ　
　
　
　
　
　

盈
ツ　
　
　

葉
ア
リ

（
良
）
₁₇₁
微
波
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（
円
）　 

微
タ
ト
フ
妙

（
南
）　 

微
波

円
空
本
と
南
條
本
が
完
全
訓

（
良
）
₁₆₀
稱
ヘ
リ　
　

₁₇₀
澹
淡

（
円
）　 
稱
カ
ナ
フ　
　

澹
淡
テ
ム
テ
ム
ト
シ
テ

（
南
）　 
稱
カ
ナ
ヒ　
　

澹
淡
タ
ン
タ
ン

南
條
本
が
完
全
訓

（
良
）
₄₇
詣
テ　
　
　
　

₇₈
所
須　
　
　
　
　
　

₈₅
須
現
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

₁₆₇
尋
チ

（
円
）　 

詣　
　
　
　
　
　

所
須　
　
　
　
　
　
　

須
ト
ス
レ
ハ
復
現
ス　
　
　
　
　
　
　

尋
チ

（
南
）　 

詣
イ
タ
ル　
　
　

所
須
モ
チ
ユ
ル　
　
　

須
モ
チ
イ
ン
ト
ス
レ
ハ
復
現
ス　
　
　

尋
ス
ナ
ハ
チ

　

良
忍
手
沢
本
に
も
完
全
訓
が
見
ら
れ
る
が
少
な
い
。
左
注
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
同
傾
向
で
、
こ
れ
は
薬
源
の
個
人
的
な
附
訓
方
法
か
、

平
安
時
代
の
一
般
的
な
附
訓
状
況
で
あ
る
の
か
、
当
時
の
他
の
訓
点
資
料
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

四　

良
忍
手
沢
本
の
言
語
特
徴

　

良
忍
手
沢
本
の
言
語
特
徴
を
、
他
本
と
比
較
す
る
形
で
記
述
す
る
。

１
、
和
語
（
和
訓
）・
漢
語
（
字
音
訓
）

（
四
本
の
比
較
）

良
忍
本
が
和
語—

教
行
信
証
・
円
空
本
・
南
條
本
が
漢
語
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（
良
）
７
号
ル　
　

₇₁
願
フ　
　
　

₁₉₁
号
ク　
　
　

₁₉₃
歸
ル
ハ　
　
　
　

₁₉₄
讃
ム

（
教
）　 

号
ス　
　
　

願
ス
ト　
　
　

号
ス　
　
　
　

歸
ス
ル
ハ　
　
　
　

讃
ス

（
円
）　 

号
ス　
　
　

願
ス　
　
　
　

号
ス　
　
　
　

歸
ス
ル
ハ　
　
　
　

讃
ス
ル
ニ

（
南
）　 

號
ス　
　
　

願
ス　
　
　
　

號
ス　
　
　
　

歸
ス
レ
ハ　
　
　
　

讃
シ
テ

良
忍
本
が
和
語—

教
行
信
証
、
南
條
本
が
漢
語

（
良
）
９
号
ル　
　

₁₁
号
ル　
　
　

₁₃
号
ル　
　
　

₂₃
号
ル　
　
　

₂₇
号
ル

（
教
）　 

号
ス　
　
　

号
ス　
　
　
　

号
ス　
　
　
　

号
ス　
　
　
　

号

（
円
）　 

号　
　
　
　

号　
　
　
　
　

号　
　
　
　
　

号　
　
　
　
　

號
ス

（
南
）　 

號
ス　
　
　

號
ス　
　
　
　

號
ス　
　
　
　

號
ス　
　
　
　

号
ス

良
忍
本
、
円
空
本
が
和
語—

教
行
信
証
、
南
條
本
が
漢
語

（
良
）
５
号
ツ
ル

（
教
）　 

号
ス

（
円
）　 

号
ツ
ク

（
南
）　 

號
ス

良
忍
本
、
教
行
信
証
、
南
條
本
が
和
語—

円
空
本
が
漢
語

（
良
）
₆₄
故
ニ
別
ク

（
教
）　 

故
ニ
列
ツ
ラ
ヌ

（
円
）　 

故
□
別
ノ

（
南
）　 

故
ニ
列
ヌ
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以
上
の
比
較
か
ら
見
ら
れ
る
通
り
、
良
忍
手
沢
本
は
訓
読
に
際
し
て
和
語
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
漢
語
に
よ
る
訓
読
は
少
な
い
。
こ
れ
を

一
つ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
後
世
は
漢
語
の
浸
透
が
行
わ
れ
る
が
、
平
安
時
代
の
天
台
僧
で
写
経
僧
薬
源
の
訓
読
で
は
和
語
が
中
心

で
あ
る
。
言
語
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
三
本
の
和
語
・
漢
語
）

良
忍
本
が
和
語—

円
空
本
、
南
條
本
が
漢
語

（
良
）
₃₃
禮
ル　
　
　

₆₂
禮
ル　
　
　
　

₇₅
相
ヒ
形
カ
タ
ト
ル
コ
ト　
　

₈₀
稽
首
ル　
　
　
　

₉₀
禮
ル

（
円
）　 

禮
ス　
　
　
　

禮
ス　
　
　
　
　

相
ヒ
形
ス
コ
ト　
　
　
　
　
　

稽
首
ス　
　
　
　
　

禮
ス

（
南
）　 

禮
シ
上
ル　
　

禮
シ
上
ル　
　
　

相
形
ス
ル
ニ　
　
　
　
　
　
　

稽
㆓

首
シ
上
ル　
　

 

禮
シ
上
ル

（
良
）
₉₉
禮
ル　
　
　

₁₀₄
禮
ル　
　
　
　

₁₁₃
稽
首
ル　
　
　
　

₁₁₇
稽
首
ル　
　
　
　

₁₂₅
成
ル
ニ　
　
　
　

₁₂₆
禮
ル

（
円
）　 

禮
ス　
　
　
　

禮
ス　
　
　
　
　

稽
首
ス　
　
　
　
　

稽
首
ス　
　
　
　
　

成
ス
ル
ニ　
　
　
　

禮
ス

（
南
）　 

禮
シ
上
ル　
　

禮
シ
上
ル　
　
　

稽
㆓

首
シ
上
ル　
　

 

稽
㆓

首
シ
上
ル　
　

 

成
ス
ル
ニ　
　
　
　

禮
シ
上
ル

（
良
）
₂₈
禮
ル　
　
　

₁₃₃
稽
首
ル　
　
　
　

₁₃₉
稽
首
ル　
　

₁₄₁
禮
ル　
　
　

₁₅₀
禮
ル　
　
　

₁₅₃
禮
ル　
　
　
　

₁₅₈
帰
命
ル

（
円
）　 

禮
ス　
　
　
　

稽
首
ス　
　
　
　
　

稽
首
ス　
　
　

禮
ス　
　
　
　

禮
ス　
　
　
　

禮
ス　
　
　
　
　

帰
命
ス

（
南
）　 

禮
シ
上
ル　
　

稽
㆓

首
シ
上
ル　
　

 

稽
首
シ
上
ル　

禮
シ
上
ル　
　

禮
シ
上
ル　
　

禮
シ
上
ル　
　
　

帰
命
シ
上
ル

（
良
）
₁₅₉
彫
綺
□
リ
マ
シ
ヘ
テ　
　

₁₆₆
所
ノ
欲
フ　
　
　
　

₁₄₈
烈
ハ
ケ
シ
ク
シ
テ
芬
芳
ナ
リ

（
円
）　

彫
綺
テ
ウ
キ　
　
　
　
　
　

 

所
ロ
ノ
欲
ス
ル　
　
　

烈
芬
レ
ツ
フ
ン
ト
シ
テ
芳
カ
ウ
ハ
シ
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（
南
）　

彫
綺　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所
欲
ノ　
　
　
　
　
　

烈
ス
芬
芳
ヲ

良
忍
本
が
和
語—

南
條
本
が
漢
語

（
良
）
₁₇
号
ル

（
円
）　 

号

（
南
）　 
號
ス

良
忍
本
、
円
空
本
が
和
語—

南
條
本
が
漢
語

（
良
）
₁₁₁
運
テ

（
円
）　 

運
テ

（
南
）　 

運
シ
テ

良
忍
本
、
南
條
本
が
和
語—

円
空
本
が
漢
語

（
良
）
₇₆
喩
ル
ニ　
　
　

₁₃₃
稱
ハ
カ
ル

（
円
）　 

喩
ス
ル
ニ　
　
　

稱
ス

（
南
）　 

喩
フ
ル
ニ　
　
　

稱
ハ
カ
ル

良
忍
本
が
漢
語—

円
空
本
、
南
條
本
が
和
語

（
良
）
₃₉
不
暫
モ
息
セ　
　

₁₄₆
觸
シ
テ

（
円
）　 

不
暫
ク
モ
息
マ　
　

觸
ル
ニ

（
南
）　 

不
暫
ク
モ
息
マ　
　

觸
レ
テ

良
忍
本
、
南
條
本
が
漢
語—

円
空
本
が
和
語

（
良
）
₆₈
讃
ス
ル
カ　
　
　

₄₂
究
暢
シ
テ
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（
円
）　 

讃
ム　
　
　
　
　
　

究
メ
暢
テ

（
南
）　 

讃
シ
玉
フ　
　
　
　

究
暢
シ
テ

良
忍
本
、
円
空
本
が
漢
語—

南
條
本
が
和
語

（
良
）
₃₂
欲
ヲ
ハ

（
円
）　 
欲
ス
ル
ヲ
ハ

（
南
）　 
欲
ハ
ム
ヲ

　

良
忍
手
沢
本
に
和
語
に
よ
る
訓
読
が
多
い
こ
と
は
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。

２
、
敬
語
法

（
四
本
の
比
較
）

良
忍
本
、
教
行
信
証
、
南
條
本
が
敬
語
あ
り—

円
空
本
に
敬
語
な
し

（
良
）
₁₈₆
令
タ
マ
ヘ

（
教
）　 

令
メ
タ
マ
ヘ

（
円
）　 

令
メ
ヨ

（
南
）　 

令
玉
ヘ

良
忍
本
、
円
空
本
に
敬
語
な
し—

教
行
信
証
、
南
條
本
に
敬
語
あ
り

（
良
）
３
來
歷
タ
リ　
　
　
　
　

４
頂
禮
ツ
ル　
　
　
　
　

６
稽
首
ツ
ル　
　
　
　
　
　

８
稽
首
ツ
ル

（
教
）　 

來
タ
歷
ヘ
タ
マ
ヘ
リ　
　

頂
禮
シ
タ
テ
マ
ツ
ル　
　

稽
首
シ
タ
テ
マ
ツ
ル　
　
　

稽
首
マ
ツ
ル

（
円
）　 

來
カ
タ
歷
タ
リ　
　
　
　

頂
禮
ス　
　
　
　
　
　
　

稽
首
ス　
　
　
　
　
　
　
　

稽
首
ス
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（
南
）　 

來
歷
玉
ヘ
リ　
　
　
　
　

頂
禮
シ
上
ル　
　
　
　
　

稽
首
シ
上
ル　
　
　
　
　
　

稽
首
シ
上
ル

（
良
）
₁₀
頂
禮
ツ
ル　
　
　

₁₅
色
超
絶
セ
リ　
　
　
　
　
　
　
　

₂₈
讃
ツ
ル
ニ　
　
　
　
　
　

₇₀
廻
向
シ
テ

（
教
）　 

頂
禮
マ
ツ
ル　
　
　

色
超
絶
シ
タ
マ
ヘ
リ
ア
リ　
　
　
　

嘆
シ
タ
マ
フ
コ
ト　
　
　
　

回
向
シ
タ
マ
ヘ
リ

（
円
）　 
頂
禮　
　
　
　
　
　

色
超
絶
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

讃
シ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

廻
向
シ
テ

（
南
）　 
頂
禮
シ
上
ル　
　
　

色
超
絶
シ
玉
ヘ
リ
ア
リ　
　
　
　
　

歎
シ
玉
フ
コ
ト　
　
　
　
　

廻
向
シ
玉
ヘ
リ

　

良
忍
手
沢
本
に
は
訓
読
に
際
し
て
の
敬
語
使
用
は
少
な
い
。
教
行
信
証
な
ど
が
多
い
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
良
忍
本
は
一
字
ご
と
に
即

し
た
施
訓
が
見
ら
れ
る
。
文
脈
に
即
し
た
訓
読
方
法
で
は
な
く
、
親
鸞
が
そ
う
し
た
方
法
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

（
三
本
の
敬
語
法
）

良
忍
本
に
敬
語
あ
り—

円
空
本
、
南
條
本
に
敬
語
な
し

（
良
）
₁₅₇
安
タ
マ
フ

（
円
）　 

安
ス

（
南
）　 

安
ス

良
忍
本
、
南
條
本
に
敬
語
な
し—

円
空
本
に
敬
語
あ
り

（
良
）
₅₀
供
養
ス　
　
　

₉₆
觀
ル

（
円
）　 

供
養
ス
ル
コ
ト　

觀
シ
上
テ

（
南
）　 

供
養
シ
上　
　
　

觀
シ

良
忍
本
、
円
空
本
に
敬
語
な
し—

南
條
本
に
敬
語
あ
り

（
良
）
２
号　
　
　
　
　

２
禮
ス　
　
　
　

₃₀
稽
首
ル
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（
円
）　 

号
ス　
　
　
　
　

禮
ス　
　
　
　
　

稽
首

（
南
）　 

號
シ
上
ル　
　
　

禮
シ
上
ル　
　
　

稽
首
シ
上
ル

　

良
忍
手
沢
本
に
は
訓
読
に
際
し
て
の
敬
語
使
用
は
少
な
い
。

五　

良
忍
手
沢
本
、
教
行
信
証
、
円
空
本
模
写
本
、
南
條
本
の
本
文
比
較

１
、
本
文
の
比
較

（
１
）
四
本
（
良
・
教
・
円
・
南
）
の
相
違
箇
所

異
文
箇
所（

良
）
₁₈₇
德
ヲ
者
ハ

（
教
）　 

功
德
ノ
音
㆒

ヲ

（
円
）　 

願
聞
㆘

シ
メ
ム
十
方
諸
ノ
有
縁
㆒

ニ
〉

（
南
）　 

功
德
音
㆒

ヲ

良
忍
本—

教
行
信
証
、
円
空
本
、
南
條
本
と
異
な
る

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
６
光
照　
　

₂₁
處　
　
　

₂₆
來
佛　
　
　

₉₁
佛
号　
　

₁₈₇
者
ハ

（
教
）　 

光
暁　
　
　

時　
　
　
　

成
佛
シ　
　
　

德
號　
　
　

音
ヲ

（
円
）　 

光
暁　
　
　

時　
　
　
　

感
シ
佛　
　
　

佛
名　
　
　
（
異
文
）

（
南
）　 

光
暁　
　
　

時　
　
　
　

成
佛
シ　
　
　

德
號　
　
　

音
ヲ

漢
字
の
相
違
箇
所
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（
良
）
₉₁
佛
号　
　

₁₈₇
佛
惠　
　
　

₁₈₈
無
ケ
ム

（
教
）　 

德
號　
　
　

佛
慧　
　
　
　

无
ラ
シ
メ
ム

（
円
）　 

佛
名　
　
　
（
異
文
）　　
　

 

无
シ

（
南
）　 

德
號　
　
　

佛
慧　
　
　
　

無
カ
ラ
シ
メ
ム

良
忍
本
、
教
行
信
証
、
南
條
本
、—

円
空
本
と
異
な
る

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
₂₃
除
テ　
　
　
　

₂₆
因
テ

（
教
）　 

除
テ
ハ　
　
　
　

因
テ

（
円
）　 

降
シ
タ
カ
テ　
　

恩

（
南
）　 

除
テ
ハ　
　
　
　

因
テ

良
忍
本
、
円
空
本
、
南
條
本—

教
行
信
証
と
異
な
る

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
₆₅
端
正
ニ
□
□

（
教
）　 

端
政
ニ
シ
テ

（
円
）　 

端
正
ニ
シ
テ

（
南
）　 

端
正
ニ
シ
テ

良
忍
本
、
円
空
本—

教
行
信
証
、
南
條
本
と
異
な
る

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
₁₁
滅
ス　
　
　

₂₆
讃　
　
　

₂₈
讃
ツ
ル
ニ
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（
教
）　 

无
シ　
　
　
　

嘆
シ　
　
　

嘆
シ
タ
マ
フ
コ
ト

（
円
）　 

滅
ス　
　
　
　

讃　
　
　
　

讃
シ
テ

（
南
）　 

無
シ　
　
　
　

歎
シ　
　
　

歎
シ
玉
フ
コ
ト

良
忍
本
、
教
行
信
証
、
円
空
本—

南
條
本
と
異
な
る

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
₆₉
德
号
ヲ

（
教
）　 
德
号
ヲ

（
円
）　 

德
号
ヲ

（
南
）　 

佛
號
〔
ヲ
〕

　

最
古
本
の
良
忍
本
と
本
文
が
異
な
る
も
の
に
視
点
を
当
て
て
見
る
と
、
大
幅
な
異
文
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
異
本

は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
良
忍
本
の
み
後
世
の
他
本
と
異
な
る
も
の
も
存
在
す
る
。
他
の
多
く
は
「
佛
惠—

佛
彗
」「
端
正—

端

政
」
の
如
く
転
写
の
際
の
微
妙
な
誤
写
等
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
平
安
時
代
以
降
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
伝
承
、
転
写
は
ど
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
来
た
の
か
。
本
文
の
相
違
箇
所
を
一
層
精
査
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
三
本
（
良
・
円
・
南
）
の
相
違
箇
所
（
教
行
信
証
の
欠
落
箇
所
）

　

良
忍
本
の
本
文
が
他
本
と
異
な
る
こ
と
も
多
い
。
良
忍
本
と
各
本
と
は
別
系
統
を
経
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

異
文
箇
所（

良
）
₄₆
如
是
功
德
无
邊
量

（
円
）　 

如
㆑

是
功
德
无
シ
邊
量
㆒
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（
南
）　 

生
㆓

シ
テ
安
樂
國
㆒

ニ
成
㆓

ス
大
利
㆒

ヲ
（
異
文
）

良
忍
本—

円
空
本
、
南
條
本
と
異
な
る

漢
字
の
相
違
箇
所

（
良
）
₄₈
算
數　
　
　

₁₀₁
佛
惠
ヲ　
　

₁₅₄
花
ノ
中
ニ

（
円
）　 
筭
數　
　
　
　

佛
彗
ヲ　
　
　

花
ノ
中
ニ

（
南
）　 
筭
數　
　
　
　

佛
彗　
　
　
　

華
ノ
中
ヨ
リ

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
₇₄
傷
比
フ　
　

₈₅
後　
　
　
　
　
　
　
　

₁₄₉
設
シ
テ　
　
　

₁₆₂
自
銀
ノ

（
円
）　 

復
比
ス　
　
　

須
ト
ス
レ
ハ　
　
　
　
　

没
ス
ル
コ
ト　
　

白
銀
ノ

（
南
）　 

復
比
ス　
　
　

須
モ
チ
イ
ン
ト
ス
レ
ハ　

没
シ
テ　
　
　
　

白
銀
ノ

良
忍
本
、
南
條
本—

円
空
本
と
異
な
る

漢
字
の
相
違
箇
所

（
良
）
₅₂
小
キ
者
ノ
ハ

（
円
）　 

少
者

（
南
）　 

小
ナ
ル
者

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
₅₀
能
名
コ
ト　
　
　

₅₉
捨　
　

₁₀₃
八
梵
聲　
　

₁₃₉
互　
　
　
　

₁₆₁
池
ノ
中
ニ　
　

₁₆₇
若
須
ヘ
キ
ニ
ハ　
　
　

₁₇₃
諸

（
円
）　 

能
ク
絶
ル
モ
ノ　
　

誓
ス　
　

入
梵
聲　
　
　

更　
　
　
　
　

其
中
ニ　
　
　
　

善
須
ヨ
ク
ヰ
レ
ハ　
　
　

随

（
南
）　 

能
ク
名
ル
コ
ト　
　

捨
ツ　
　

八
梵
聲　
　
　

互　
　
　
　
　

池
ノ
中
ニ　
　
　

若
須
モ
チ
イ
ハ　
　
　
　

諸
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良
忍
本
、
円
空
本—

南
條
本
と
異
な
る

漢
字
の
相
違
箇
所

（
良
）
₄₅
他
方
ノ　
　

₆₀
燃
モ
ヤ
シ
テ　
　

₈₅
所
着　
　

 

₁₀₁
歌
嘆
ル
佛
ヲ　
　

₁₀₈
過
キ　
　
　
　

₁₁₈
周
圓
ノ

（
円
）　 

他
方
ノ　
　
　

燃
モ
シ
テ　
　
　
　

所
着
㆒　
　
　

歌
嘆
シ
佛
ヲ　
　
　

過
タ
リ　
　
　
　

周
圓
セ
ル

（
南
）　 

佗
方　
　
　
　

然
ト
モ
シ
テ　
　
　

所
著
㆒　
　
　

歌
歎
シ
佛
ヲ　
　
　

遏
キ
タ
リ　
　
　

周
圍

語
の
相
違
箇
所

（
良
）
₃₈
神
通
ヲ　
　

₄₃
不
可
説
ナ
リ　
　
　

₇₇
故
ナ
リ　
　
　

₁₃₅
千
億
萬
倍
ナ
リ　
　
　

₁₆₃
聲
ヲ

（
円
）　 

神
通
ヲ　
　
　

不
可
説
ナ
リ　
　
　
　

故
セ
ハ　
　
　
　

千
億
萬
倍
ナ
リ　
　
　
　

聲
ナ
ヲ

（
南
）　 

欠
文　
　
　
　

不
可
計
ナ
リ　
　
　
　

爲
セ
ル
也　
　
　

前
ニ
億
萬
倍　
　
　
　
　

馨
カ
ホ
リ
ヲ

漢
字
「
小—

少
、
他—

佗
、
燃—
然
」
等
は
誤
写
の
域
で
あ
ろ
う
。
他
は
本
文
に
大
き
な
異
文
は
生
じ
て
い
な
い
。

六
、
良
忍
手
沢
本
、
教
行
信
証
、
円
空
本
模
写
本
、
南
條
本
の
訓
点
の
比
較

１
、
自
立
語
訓
の
異
同

（
四
本
の
比
較
）

良
忍
本
と
円
空
本
が
同
訓—

教
行
信
証
、
南
條
本
が
異
な
る

（
良
）
₇₀
者
モ
ノ

（
教
）　 

者
ヒ
ト

（
円
）　 

者
（
モ
）
ノ

（
南
）　 

者
ヒ
ト
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良
忍
本
、
教
行
信
証
、
南
條
本
同
訓—

円
空
本
が
異
な
る

（
良
）
₁₈₅
滞
ト
ヽ
□
マ
ル
モ

（
円
）　 

滞
コ
ホ
ラ
ム

（
南
）　 

滞
マ
ル

（
教
）　 
滞
ト
ヽ
マ
ル

（
三
本
の
比
較
）

良
忍
本
、
円
空
本
、
南
條
本
が
同
訓

（
良
）
₅₃
僉
ミ
ナ　
　
　

₅₉
汎
ウ
カ
ヘ
ル　
　

₈₃
儻
タ
チ
マ
チ
ニ

（
円
）　 

僉
ミ
ナ
ニ　
　
　

汎
ウ
カ
ヘ
ル　
　
　

儻
タ
チ
マ
チ
／
ニ
ワ
カ
ニ

（
南
）　 

僉
ミ
ナ　
　
　
　

汎
ウ
カ
ヘ
ル　
　
　

儻
タ
チ
マ
チ

良
忍
本
、
円
空
本
、
南
條
本
が
別
訓

（
良
）
₆₀
燃
モ
ヤ
シ
テ　

₆₀
猶
コ
ト
ク
シ
テ　
　

₁₆₇
灌
ソ
ヽ
ク

（
円
）　 

燃
モ
シ
テ　
　
　

猶
ハ
カ
リ　
　
　
　
　

灌
ス
ヽ
ク

（
南
）　 

然
ト
モ
シ
テ　
　

猶
シ　
　
　
　
　
　
　

灌
ク

良
忍
本
、
南
條
本
が
同
訓—

円
空
本
が
別
訓

（
良
）
₁₁₆
阻
ヘ
タ
テ　
　

₁₃₃
稱
ハ
カ
ル

（
円
）　 

阻
サ
カ
シ
キ　
　

稱
ス

（
南
）　 

阻
ヘ
タ
テ　
　
　

稱
ハ
カ
ル

　

自
立
語
訓
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
者
モ
ノ—

ヒ
ト
、
阻
ヘ
タ
テ—

サ
カ
シ
キ
、
猶
コ
ト
ク
シ
テ—

ハ
カ
リ
、
稱
ハ
カ
ル—

ス
」
等
の
別
訓
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も
見
ら
れ
る
が
、
同
一
訓
も
多
い
。
後
世
の
訓
の
転
写
の
方
法
に
は
忠
実
に
訓
ま
で
転
写
す
る
場
合
と
、
本
文
を
写
し
て
訓
は
あ
る
程
度
書

写
者
の
任
意
に
附
訓
す
る
場
合
が
あ
ろ
う
。『
讃
阿
彌
陀
佛
偈
』
の
場
合
は
後
者
の
書
写
方
法
の
よ
う
に
見
え
る
。

２
、
付
属
語
等
の
附
訓
の
異
同

（
四
本
比
較
）

良
忍
本
の
み
が
異
な
る
訓—

教
行
信
証
、
南
條
本
、
円
空
本
が
同
訓

（
良
）
４
遍
セ
リ　
　

８
離
タ
リ　
　

₉₂
具
足
シ
ツ
□　
　

₁₉₃
帰
命
ツ
ル
ナ
リ　
　

₆₅
精
微
妙
ナ
ル
軀
ミ

（
教
）　 

徧
シ
テ　
　
　

離
ル　
　
　
　

具
足
ス
ト　
　
　
　

帰
命
ス
ル
ナ
リ　
　
　

精
微
妙
軀
ク
ニ
シ
テ

（
円
）　 

遍
シ
テ　
　
　

離
ル　
　
　
　

具
足
ス
ト　
　
　
　

帰
命
ス
ル
ナ
リ　
　
　

精
微
妙
軀
ニ
シ
テ

（
南
）　 

遍
シ
テ　
　
　

離
ル　
　
　
　

具
足
ス
ト　
　
　
　

帰
命
ス
ル
也　
　
　
　

微
妙
軀
ニ
シ
テ

（
良
）
₁₇
被
テ　
　
　
　
　
　

₇₀
願
ス
ル　
　
　

₉₁
帰
依
ス

（
教
）　 

被
カ
フ
ラ
シ
メ　
　
　

願
ス
レ
ハ　
　
　

帰
依
ス
レ
ハ

（
円
）　 

被
ラ
シ
メ
テ　
　
　
　

願
ス
レ
ハ　
　
　

帰
依
ス
レ
ハ

（
南
）　 

被
ラ
シ
メ　
　
　
　
　

願
ス
レ
ハ　
　
　

帰
依
ス
レ
ハ

良
忍
本
、
円
空
本
が
同
訓—

教
行
信
証
、
南
條
本
が
同
訓

（
良
）
₂₂
不
斷　
　
　
　
　
　

₂₄
讃
テ　
　
　
　

₁₈₀
関
閉
邪
扇
㆒

ヲ　
　
　
　
　

₁₈₉
往
生
セ
ム

（
教
）　 

不
ス
シ
テ
斷
ヘ　
　
　

嘆
シ　
　
　
　
　

関
ク
ワ
ン
閉
ヘ
イ
シ
テ　
　

 

往
生
セ
シ
メ
ム

（
円
）　 

不
斷
ナ
レ
ハ　
　
　
　

讃
メ
テ　
　
　
　

関
ク
ワ
ン
閉
邪
扇
ヲ　
　
　

 

往
生
セ
ム
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（
南
）　 

不
シ
テ
斷
エ　
　
　
　

歎
シ　
　
　
　
　

関
閉
シ
テ
邪
扇
ヲ　
　
　
　

 

往
生
セ
シ
メ
ン

良
忍
本
、
円
空
本
が
別
訓—

教
行
信
証
、
南
條
本
が
同
訓

（
良
）
９
無
コ
ト
礙　
　
　
　

₂₅
離
相　
　
　
　
　
　
　

₂₆
所
カ
讃　
　
　
　
　
　

₆₃
洞
達
ス　
　
　

₆₉
慶
フ

（
教
）　 

无
礙
ナ
ル
コ
ト　
　
　

離
タ
ル
コ
ト
相
ヲ　
　
　

所
ナ
リ
嘆
シ
タ
マ
フ　
　

洞
達
セ
リ　
　
　

慶
ヨ
ロ
コ
ハ
ム
コ
ト

（
円
）　 
无
礙
ニ
シ
テ　
　
　
　

離
テ
相
ヲ　
　
　
　
　
　

所
ラ
ル
讃　
　
　
　
　
　

洞
達
シ
テ　
　
　

慶
コ
ヒ

（
南
）　 
無
礙
ナ
ル
コ
ト　
　
　

離
レ
タ
ル
コ
ト
相
ヲ　
　

所
ナ
リ
歎
シ
玉
フ　
　
　

洞
達
セ
リ　
　
　

慶
ハ
ン
コ
ト

良
忍
本
、
教
行
信
証
、
南
條
本
が
同
訓—

円
空
本
が
別
訓

（
良
）
６
蒙
ル　
　

₁₀ 
₁₄
蒙
ル　
　

₁₆
蒙
ル
ニ　
　
　
　

₂₆
因
テ　
　
　
　
　
　
　
　

₂₆
赫
然
タ
リ　
　
　
　

₁₉₄
願
ハ

（
教
）　 

蒙
ル　
　
　
　

蒙
ル　
　
　

蒙
フ
ル
ニ　
　
　
　

因
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　

赫
カ
ク
然
タ
リ　
　
　

願
ハ

（
円
）　 

蒙
レ
ハ　
　
　

蒙
テ　
　
　

蒙
レ
ハ　
　
　
　
　

恩
ウ
ツ
ク
シ
（
左
訓
）　　
　

赫
然
ト
シ
テ　
　
　
　

願
ヲ

（
南
）　 

蒙
ル　
　
　
　

蒙
ル　
　
　

蒙
ル
ニ　
　
　
　
　

因
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　

赫
然
タ
リ　
　
　
　
　

願
ク
ハ

良
忍
本—

教
行
信
証
、
円
空
本
、
が
同
訓—
南
條
本
が
異
な
る

（
良
）
₇₁
正
法
ヲ
ハ

（
教
）　 

正
法
ト
オ
ハ

（
円
）　 

正
法
ト
ヲ
ハ

（
南
）　 

正
法
ヲ

　

良
忍
本
の
み
異
な
る
訓
も
多
く
、
教
行
信
証
の
訓
と
も
異
な
る
も
の
も
多
い
。
両
書
の
訓
の
伝
承
の
関
係
は
薄
い
と
見
ら
れ
る
。

　

良
忍
本
が
「（
良
）—

（
教
）＝
遍
セ
リ—

徧
シ
テ
、
離
タ
リ—

離
ル
、
具
足
シ
ツ
□—

具
足
ス
ト
、
帰
命
ツ
ル
ナ
リ—

帰
命
ス
ル
ナ
リ
」
の

よ
う
な
助
動
詞
を
付
加
し
て
よ
り
意
味
を
詳
し
く
し
よ
う
と
し
た
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
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一
方
良
忍
本
が
一
字
の
訓
に
即
し
た
も
の
で
、
教
行
信
証
が
文
脈
に
沿
っ
た
附
訓
が
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。「（
良
）—

（
教
）＝
被
テ—

被
カ
フ
ラ
シ
メ
、
願
ス
ル—

願
ス
レ
ハ
、
帰
依
ス—

帰
依
ス
レ
ハ
」

（
三
本
比
較
）

良
忍
本
の
み
が
異
な
る
訓—

円
空
本
、
南
條
本
が
同
訓

（
良
）
₄₁
生
シ
テ　
　
　
　
　

₄₁
悉
具
ナ
リ　
　

₄₅
示
現
シ
テ　
　
　

₅₀
散
華
ヲ　
　
　

₅₂
覆
コ
ト　
　

₅₃
次
ニ

（
円
）　 
〃
（
生
）
ス
□
ハ　
　

 

悉
ク
具
ス　
　
　

示
現
ス
ル
コ
ト　
　

散
華
シ
テ　
　
　

覆
フ　
　
　
　

次
ヲ
モ
テ

（
南
）　 

生
ス
レ
ハ　
　
　
　
　

悉
ク
具
ス　
　
　

示
現
ス
ル
コ
ト　
　

散
華
シ
テ　
　
　

覆
フ　
　
　
　

次
ヲ
モ
テ

（
良
）
₅₄
頌
揚
ス　
　
　
　

₇₄
竝
ヒ　
　
　

₈₉
攝
取
セ
リ　
　

₁₀₂
花
ト
衣
ト
ヲ　
　

₁₁₂
所
テ
合
成
㆒

セ　
　
　

₁₁₃
本
願
力
ヲ
モ
テ

（
円
）　 

頌
揚
ア
ク　
　
　
　

竝
ヘ　
　
　
　

攝
取
ス　
　
　
　

花
衣
ヲ　
　
　
　
　

所
ナ
リ
合
成
ス
ル　
　

 

本
願
力
ノ

（
南
）　 

頌
揚
㆓

ア
ク　
　
　

 
竝
ヘ　
　
　
　

攝
取
ス　
　
　
　

華
衣
ヲ　
　
　
　
　

所
ナ
リ
合
成
ス
ル　
　

 

本
願
力
ノ

（
良
）
₁₂₀
衆
寶
之
王
ニ
シ
テ　
　
　

₁₂₁
垂
タ
ル　
　
　

₁₂₂
覆
ヘ
リ　
　
　

₁₂₆
廣
大
シ
テ　
　
　

₁₂₉
對
ル
ニ

（
円
）　 

衆
寶
之
王
ヲ
モ
テ　
　
　
　

垂
ル
　ヽ
　
　
　

覆
フ　
　
　
　
　

廣
大
ニ
シ
テ　
　
　

對
ス
ル
ヲ

（
南
）　 

衆
寶
之
王
ヲ
以
テ　
　
　
　

垂
ル
　ヽ
　
　
　

覆
フ　
　
　
　
　

廣
大
ニ
シ
テ　
　
　

對
ス
ル
ヲ

（
良
）
₁₄₂
遍
覆
セ
リ　
　
　

₁₄₃
爲
セ
リ　
　

₁₅₂
无
量
ニ
シ
テ　
　

₁₆₀
相
ヒ
偁
ヘ
リ　
　

₁₇₃
或
聞
ク

（
円
）　 

遍
ク
覆
ヘ
リ　
　
　

爲
ス　
　
　
　

无
量
ナ
リ　
　
　
　

相
偁
カ
ナ
フ　
　
　

或
ハ
聞
キ

（
南
）　 

遍
ク
覆
ヘ
リ　
　
　

爲
ス　
　
　
　

無
量
ナ
リ　
　
　
　

相
偁
カ
ナ
ヒ　
　
　

或
ハ
聞
キ
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良
忍
本
、
円
空
本
が
同
訓
、—

南
條
本
が
別
訓

（
良
）
１
安
樂
土
ア
リ　
　

₅₁
晃
燿
ス　
　

₁₀₉
逐
フ
香
風
ヲ　
　

₁₁₂
廣
大
ニ
シ
テ　
　

₁₁₂
超
タ
リ
千
ノ
日
ニ　
　

₁₁₅
莊
嚴
ヲ

（
円
）　 

安
養
土
ア
リ　
　
　

晃
燿
ス　
　
　

逐
ヲ
フ
香
風
ヲ　
　

廣
大
ニ
シ
テ　
　
　

超
タ
リ
千
日
ニ　
　
　
　

莊
嚴
ヲ

（
南
）　 

安
樂
土
ニ　
　
　
　

晃
燿
シ
テ　
　

逐
ヒ
香
風
ヲ　
　
　

廣
大
ナ
ル
コ
ト　
　

超
ユ
千
日
ニ　
　
　
　
　

莊
嚴
ニ

（
良
）
₁₂₉
成
佛
マ
テ　
　

₁₃₄
至
マ
テ　
　

₁₄₉
還
テ

（
円
）　 

成
佛
マ
テ　
　
　

至
マ
テ　
　
　

還
テ

（
南
）　 

成
佛
ニ　
　
　
　

至
ル　
　
　
　

還
タ

良
忍
本
、
南
條
本
が
同
訓—
円
空
本
が
別
訓

（
良
）
₃₅
若
シ　
　
　
　

₇₉
受
用
ノ
具
ヲ　
　
　
　
　
　
　

₁₀₆
悟
入
シ　
　
　

₁₀₇
四
面
ヨ
リ　
　

₁₀₇
撃
動
シ
テ　
　

₁₁₅
圓
㒼
セ
リ

（
円
）　 

若
ク
シ
テ　
　
　

受
用
ス
ル
コ
ト
具
サ
ナ
リ　
　
　

悟
入
ヲ　
　
　
　

四
面
ニ　
　
　
　

撃
チ
動
ス
ニ　
　

圓
㒼
ス
レ
ハ

（
南
）　 

若
シ　
　
　
　
　

受
用
ノ
具
㆒

ヲ　
　
　
　
　
　
　

 

悟
入
ス　
　
　
　

四
面
ヨ
リ　
　
　

撃
動
シ
テ　
　
　

圓
㒼
セ
リ

（
良
）
₁₁₆
谷
ノ
阻
ヘ
タ
テ　
　
　
　
　

₁₂₄
微
風
吹
テ　
　
　

₁₃₄
妙
ニ
シ
テ　
　

₁₄₃
奇
異
ノ

（
円
）　 

谷
ノ
阻
サ
カ
シ
キ
コ
ト　
　
　

微
風
吹
ク
ニ　
　
　

妙
ル
ニ　
　
　
　

音
異
ニ
シ
ニ

（
南
）　 

谷
ノ
阻
ヘ
タ
テ　
　
　
　
　
　

微
風
吹
テ　
　
　
　

妙
ニ
シ
テ　
　
　

奇
異
ノ

良
忍
本
、
円
空
本
、
南
條
本
が
す
べ
て
別
訓

（
良
）
１
去
テ　
　
　
　
　

₁₁₉
布
ケ
ル　
　

₁₄₀
吹
テ　
　
　
　

₁₆₃
垂
レ
布
リ

（
円
）　 

去
レ
ル
コ
ト　
　
　

布
テ　
　
　
　

吹
ケ
ハ　
　
　
　

垂
レ
テ
布
ケ
リ
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（
南
）　 

去
ル
コ
ト　
　
　
　

布
ク
コ
ト　
　

吹
ク
ニ　
　
　
　

垂
レ
布
キ

　

良
忍
本
の
み
異
な
る
訓
も
多
い
。
又
、
三
本
す
べ
て
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
良
忍
本
の
訓
の
伝
承
は
見
ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

３
、
言
語
の
諸
比
較

（
１
）
時
代
的
言
語
の
反
映
。

ⅰ　

再
読
文
字
の
訓
法

　

良
忍
本
に
は
「
應
」
字
を
再
読
す
る
訓
法
は
な
い
。
平
安
時
代
書
写
故
の
時
代
的
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
。
教
行
信
証
以
下
の
本
に
は
再

読
の
用
法
が
見
ら
れ
る
の
は
鎌
倉
時
代
以
降
の
訓
点
本
故
で
あ
る
。

（
良
）
₉₃
亦
應
シ
直
ニ
過
ス
キ
テ
聞
佛
ノ
名
ミ
ナ
ヲ—

再
読
無

（
教
）　 

亦
應
㆔

シ
直
ニ
過
テ
聞
㆓

ク
佛
ノ
名
㆒

ヲ　

 —

再
読
有

（
円
）　 

亦
應
㆔

シ
直
ニ
過
テ
聞
ク
佛
名
ヲ　
　
　

 —

再
読
有

（
南
）　 

亦
應
㆔

ニ
直
ニ
過
テ
聞
㆓

ク
佛
ノ
名
㆒

ヲ　
 —

再
読
有

ⅱ　

音
便
の
表
記

促
音
便
表
記

　

良
忍
本
に
は
「
ツ
」
が
な
く
促
音
便
が
無
表
記
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
円
空
本
に
は
「
ツ
」
表
記
が
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
時
代
の
教
行
信
証

に
は
今
回
の
箇
所
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
良
）
₁₈₄
循
メ
ク
テ　
　

—

無
表
記　
　
　
　
　

₁₁₇
若
佛
ノ

（
円
）　 

循
シ
タ
カ
ツ
テ—

「
ツ
」
表
記　
　
　
　

若
シ
タ
カ
ツ
テ
佛　

—

「
ツ
」
表
記

（
南
）　 

循
メ
ク
リ
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
シ
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（
２
）
地
域
的
言
語
の
反
映
。

ウ
音
便
表
記

（
良
）
₁₉₂
隨
ニ　
　
　
　
　
　
　
（
良
）
₄₉
從
テ　
　

₇₈
欲
ニ　
　
　

₁₂₃
隨
テ　
　

₁₆₈
調
和　
　
　
　
　

₁₆₈
悦
シ
テ

（
教
）　 

隨
フ　
　
　
　
　
　
　
（
円
）　 

從
テ　
　
　

欲
ヲ
テ　
　
　

隨
テ　
　
　

調
ト
ヽ
ノ
ホ
テ　
　

悦
フ
テ

（
円
）　 
隨
カ　
　
　
　
　
　
　
（
南
）　 

從
フ
テ　
　

欲
ニ　
　
　
　

隨
フ
テ　
　

調
和　
　
　
　
　
　

悦
ハ
シ
メ
テ

（
南
）　 
隨
フ
テ—

ウ
音
便
表
記

　

円
空
本
が
〜
ホ
テ
・
〜
フ
テ
、
〜
ヲ
テ
、
南
條
本
が
〜
フ
テ
の
音
便
表
記
が
見
ら
れ
る
。
書
写
者
の
地
域
性
の
反
映
と
み
ら
れ
る
。

お 

わ 

り 
に

　

本
稿
は
来
迎
院
蔵
『
讃
阿
弥
陀
仏
偈
』
の
言
語
に
視
点
を
当
て
た
記
述
で
あ
っ
た
が
、
良
忍
、
薬
源
と
い
う
平
安
時
代
の
天
台
僧
や
、
そ

れ
以
降
の
親
鸞
他
の
諸
本
か
ら
本
書
を
伝
承
し
よ
う
と
し
た
力
を
感
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
の
二
〇
一
二
年
度
一
般
研
究
（
共
同
研
究
）
調
査
に
、
高
著
『『
大
無
量
寿
経
』
の
賛
歌
と
問
答
』
を
示
さ
れ

参
加
を
促
さ
れ
、
機
会
を
頂
い
た
代
表
者
加
来
雄
之
教
授
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
同
書
中
の
資
料
集
「『
讃
阿
彌
陀
佛
偈
』
三
本
対
照
表
」
の

作
成
に
参
加
さ
れ
た
若
き
研
究
員
小
松
肇
・
宮
谷
啓
法
・
藤
原
智
氏
の
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

天
台
宗
、
魚
山
来
迎
院
の
齋
藤
孝
圓
師
に
は
貴
重
な
御
所
蔵
本
の
閲
覧
許
可
の
ご
配
慮
を
頂
い
た
。
学
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
尚
、
本

稿
は
同
研
究
所
に
て
行
っ
た
調
査
結
果
の
研
究
発
表
（
二
〇
一
二
年
十
月
十
七
日
（
水
）、
二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日
（
水
））
に
基
づ
い
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
席
上
種
々
ご
教
授
頂
い
た
共
同
研
究
者
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
同
研
究
所
の
事
務
局
、
日
野
純
悟
氏
に
は
終
始
多

大
な
お
世
話
を
頂
い
た
。
共
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。



来迎院如来蔵『讃阿弥陀仏偈』の本文と訓点

30

註１ 

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考　

研
究
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
五
月
）（
三
三
〜
三
五
頁
）

２ 
『
来
迎
院
如
来
蔵
重
書
目
録
』（
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
）
三
九
三
本
。

 
『
来
迎
院
如
来
蔵
聖
教
文
書
類
目
録
』（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
編
、
謄
写
版
、
一
九
七
二
年
）

 

　

文
化
庁
の
一
九
七
二
年
古
文
書
特
別
調
査
資
料　

五
三
九
本
。

３ 

韓
普
光
『
新
羅
浄
土
思
想
の
研
究
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
一
年
）

４ 

横
田
兼
章
「
良
忍
上
人
略
年
譜
」（『
良
忍
上
人
の
研
究
』）

５ 

註
６
石
田
瑞
麿
氏
よ
り
引
用
。
三
五
九
頁

６ 

融
通
念
仏
宗
教
学
研
究
所
編
『
良
忍
上
人
の
研
究
』（
百
華
苑
、
一
九
八
一
年
）

 

佐
藤
哲
英
・
横
田
兼
章
「
良
忍
上
人
伝
の
研
究
」

 

横
田
兼
章
「
大
原
如
来
蔵
に
お
け
る
良
忍
上
人
関
係
資
料
」

 

小
寺
文
頴
「
良
忍
上
人
作
『
略
布
薩
次
第
』
の
研
究
」

 

白
土
わ
か
「
良
忍
上
人
と
曼
殊
院
本
『
出
家
作
法
』」

 

石
田
瑞
磨
「
空
也
・
良
源
・
源
信
・
良
忍
」（『
浄
土
仏
教
の
思
想
』
第
六
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
二
年
）

７ 

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考　

研
究
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
五
月
）
に
良
忍
の
書
写
本
の
調
査
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 

佛
種
集
巻
上　

一
巻　

如
來
藏
（
法
１
號
）
朱
點
（₁₁₀₃₀₀₀₃

）

 

　
（
奥
書
）
康
和
五
年
八
月
十
日
未
剋
於
睿
山
檀
那
院
實
報
房
／
書
寫
功
了　

比
丘
良
忍

 

　
（
朱
書
）「
同
剋
移
點
了　

比
校
了
」

 

金
剛
錍
論　

一
帖　

如
來
藏
（
法
₅₈
號
）
朱
點
・
墨
點
（₁₁₀₇₀₀₀₇
）

 

　
（
奥
書
）
嘉
承
二
年
四
月
廿
三
日
始
之
五
月
一
日
寫
之
了　

良
忍

 

　
　

江
戸
時
代
の
貼
紙
に
「
延
暦
寺
點
」
と
題
し
て
寶
幢
院
點
の
點
圖
三
壺
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

 

三
觀
義　
　

一
帖　

如
來
藏
（
法
₅₅
號
）（₁₁₀₀₅₀₅₈

）（
天
台
系
）

 

　
（
奥
書
）
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
二
月
廿
九
日
「　

校
（
追
筆
）

」
了

 

兜
率
僧
覺
超
の
本
奥
書
が
あ
り
、
古
包
紙
の
表
書
に
「
良
忍
上
人
筆
」
と
あ
る
。
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８ 

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
點
本
論
考　

研
究
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
五
月
）

 

金
剛
般
若
經
集
驗
記
上
中
下　

一
帖　

日
光
天
海
藏
（₁₁₁₃₀₀₀₅

）

 
　
（
奥
書
）
天 

仁
（
マ
マ
）四
年
（
一
一
一
一
）
五
月
六
日
巳
時
於
大
原
來
迎
院
／
廊
書
寫
了　

桑
門
藥
源
等

 
　
（
朱
書
）「『
康
和
五
年
十
一
月
一
』（
以
上
朱
消
」
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）
六
月
二
日
午
時
點
了

 
讃
阿
弥
陀
佛
偈　

一
帖　

如
來
藏
藏　
（₁₀₉₉₀₀₀₆

）

 

　
（
奥
書
）
康
和
元
年
（
一
〇
九
九
）
十
二
月
一
日
申
時
於
大
原
報
身
房
書
寫
／
功
畢　

執
筆
僧
藥
源
／
（
別
筆
）「
同
二
日
移
點
了
」

 

安
樂
土
義　
　
　

一
巻　

如
來　
（₁₁₀₀₀₀₀₁

）（
天
台
系
）

 

　
（
奥
書
）
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
二
月
四
日
未
時
許
書
寫
了
／
同
月
六
月
巳
時
許
於
大
原
草
菴
移
點
了
桑
門
藥
源

９ 

大
原
来
迎
院
如
来
蔵
良
忍
手
沢
本
『
讃
阿
弥
陀
佛
偈
』『
略
論
安
楽
土
義
』
調
査

 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
協
同
研
究
加
来
班
の
実
地
調
査
、
二
〇
一
三
年
三
月
六
日
。

 

加
来
雄
之
・
藤
原
智
・
青
柳
英
司
・
宮
谷
啓
法
・
小
松
肇
・
金
子
彰

₁₀ 

小
松
肇
、
宮
谷
啓
法
氏
、
藤
原
智
氏
作
成
の
資
料
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。（
二
〇
〇
頁
以
下
、
二
三
六
頁
〜
二
六
二
頁
）






